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序
「一稜体」 と い う 曲 面体。 こ れ は 既 に 知 ら れ 、 通用 し て い る 名称 で は な L 、 。 概念上成 り
立 つ 形体 に 於 て 、 面素の定性 を 与 え る こ と に よ り 、 こ こ で 創 る 名 称 で あ る 。
発 想 と シ ス テ ム
デ ザ イ ン や 造 形 の 立 場 で 、 も の を か た ち づ く る と き 、 発 想 を ど の よ う に す る か 。 こ れ は
手続 き の 方 法 、 考 え 方 の 経路 に よ っ て 、 求 め る か た ち の イ メ ー ジ は も と よ り 、 具 体 的 な ま
と ま り に つ い て も 姿 が か な り 変 っ て く る 。 場合 に よ っ て は 、 あ え て 作 品 を 切 り 離 し 、 不 確
か な 心 象 を ま さ ぐ り 、 そ の 過 程 で 或 る 志 向 を 保 ち つ つ 、 イ メ ー ジ を 次 第 に 増 幅 さ せ る 。 更
に 強 い刺戟、 き っ か け を 得 れ ば 急速 に 具体化 し 、 易 々 と か た ち に 置換 わ る よ う な こ と も し
ば し ば あ る 。 そ の 時 、 持 に 脈絡 も な く 描 く イ メ ー ジ ス ケ ッ チ で も 、 そ れ な り に 一 つ の経路
と し て 有効 な 手続 き と な っ て い る 。
想 念 ・ 情 感 な ど 、 こ れ ら は ど ん な 精 巧 な 電子操作機器 に も 、 本 質 的 に は 置換 わ ら な い 人
間 個 有 の 能力 で あ ろ う 。 殊 lと 省 略 や 強 調 、 大捌か み の把握、 腰 味 さ の 演 出 に 至 つ て は 、 実
に 高度 な 非計算的技術 と い え る 。 無 関 係 に 散在す る 各 様 の状 況 や 要素 も 、 時 と し て 一気 に
束 ね て し ま う よ う な 機 略 な ど は 、 人 の 思 考 パ タ ー ン の特性 で あ る 。
し か し 又 、 別 な 取 り 組 み方 、 或 い は 手続 き と し て 、 散在す る 豊 か な 可能 性 や 創 造 力 を 、
よ り 効果 的 に 能 率 よ く 導 ぴ き 、 抽 き 出 す た め の そ れ ぞ れ の 目 的 に 適 う 進 め 方 も 得難 い も の
で あ る 。 自 由 な 感応 に 対 し て 、 理詰 め の 追跡 は 、 具体 的 な か た ち の イ メ ー ジ を 抽象イじ す る
の と は 逆 に 、 概念上の 抽象形態 を 具体的 に 表現す る こ と に な る 。 各 様 の 形 態 を 各種 の 網 目
で 適宜掬 い あ げ る シ ス テ ム を 構成 す る こ と も 、 意 味 が あ り 有用 で は とC か ろ う か。
立 体 の 把 握
空 聞 に 於 け る 立体 を ど う 把 え る か 。 既 に 幾何学 的 な 認 識 で の 立 体 観 が 、 日 常 的 に 根づ
き 、 活 用 さ れ て い る の で 、 例 え ば 、 球 ・ 立方体 ・ 円 柱 ・ 角 錐 な ど 改 め て 立体 を 、 概念 の 上
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表 1 面索 に よ る 曲面体 試案と補追
面 素 系 列 分 類 名 （試案）
1 類 2 類 3 類 立 体 名 称
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表 2 一般曲面体 と 特定形体 （ 曲面 ・ 特定切断面の 関 係）
曲面体の シ ス テ ム と 一稜体 NOTE I 
名 称 ｜ 名 称 ｜ 変 化 形
位 体 I l'J 柱
f膨面 ・ 切断面特定形
曲 面 及 び 断 面 ・ 関 巡 一 般 式総 括 特 定 形 体
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今 日 の 数理 論 の 発 展 と 変化 、 即 ち ユ ー ク リ ッ ド か ら 非 ユ ー ク リ ッ ド 世 界 、 そ し て ト ポ ロ
ジ ー 界へ と 、 更 に 高次 の 抽象空間概念 が 聞 か れ 、 一方 、 宇宙 さ え 、 間接体験 に せ よ 知覚 の
範 囲 に 収 め ら れ る よ う に な っ た 今 、 も の づ く り の 発 想 の 素 材 が 、 単 に 直接 的 な 実 視 の 空 間
領域 に の み 求 め て 、 止 ま る も の と も 考 え ら れ な い 。 サ イ エ ン テ ィ フ イ ッ ク ・ ア メ リ カ ン 編
“ 現代数学 の 世 界 ” シ リ ー ズ の 2 巻 “ 空 間 の征服” Iζ集録 さ れ る 、 高 度 で 平 明 な 各論 章 は
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, V 32 
界域 を 解 き 明 か す こ と
を 果 し つ つ あ る 数理 論
の 操作 も 、 こ こ で は そ
の 一部 の 領域 、 直観性
tζ 集 点 を 合 わ せ 、 幾何
学 を 援用 す る 図 学 的立
場 で 、 図 形 の 形態 と 秩
序 を 追跡 し 、 新 し い 観
点 の 操作 を 試 み よ う と
す る も の で あ る 。
曲 面 体 の 分 類
曲 面 の 種類 を 分類 し
た 表 は 、 昭 和 3 年 に 刊
行 さ れ た 、 福 田 正雄氏
著 「高 等 図 学 」 に は ま
だ載 っ て い な い が 、 昭
和 12年刊行 の 、 平 山 嵩
氏 著 「最新 高 等 図 学」
に は 、 簡 単 な 形式 で 示
さ れ て お り 、 そ の 他 の
も の に つ い て は 不明 で
は あ る が 、 そ の 後 刊行
さ れ て い る 図学 関 係 の
書 に は 、 お 』 む ね こ の
平 山 氏 の 分類形式 と 同 様 な 形式 で示 さ れ て い る 。 そ れ ら の 中 で 、 昭和4 1 年 刊行 の 、 熊谷貞
男 ・ 佃勉両氏 の 著 に な る 「 図学」 で は 、 こ れ ら と は い さ さ か趣 を 異 に し た 明 快 な シ ス テ ム
を 掲載 し て い る 。
立 体 、 更 に 曲 面体 に 限 っ て も 、 任意の 多 様 な 形体 は 限 り な く 広 が り 、 意 識 を 越 え る 。 多
様 な 形体 を 把握す る た め 、 或 は 意識 の 内 に 取 り 込 む手続 き と し て 、 一定 の ル ー ル ネ ッ ト を
編 み 、 被せ 、 文 は 掬 い 上 げ た も の 、 そ れ を 分 類 系 列 と し て 考 え た い 。 表 l の 、 図 学 的 曲 面
分類 （補追） は 、 従 来 の 分類 に つ い て 、 各 曲 面 の 関 連性 、 共 通性 を 明 示 し 、 各 様 lと 亘 る 定
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義 を 集約 補追 し た も の で あ る 。
立体 の 多彩 さ は 曲 面 に ゐ ろ う 。 図学上の 曲 面 は 、 通常次 の 認 識 で 把 え ら れ て い る 。 即
ち 、 各 曲 面 は 、 線 を 移動 し て つ く る 軌 跡 で あ る と し て 、 軌跡 に 一定 の 秩序 を 認 め ら れ る も
の に つ い て 関 係 づ け て い る 。 円 錐 曲 線 系 の 二次 曲 面体 は 、 明 快 な 秩序 を 示 し 日 常 的 に も 親
し み が あ る が 、 そ の 他 の 曲線系 の 曲 面体 に つ い て は 、 円 錐 曲 線系 の 曲 面程 l 乙 取 り 扱 か わ れ
る こ と も 多 く な く 、 相 互 の 関 係 づ け も 肌 目 が粗 い 。 こ の こ と は 、 20余書 の 図学 テ キ ス ト （
刊行 さ れ て い る も の ） の 曲 面 の 項 を 比較 し て み る こ と で も 傾 向 は 認 め ら れ よ う 。 （表 2 ・
表 3 ） 補 追 の 表 中 、 一 部 の 曲 面 条 件 に 空欄 を 残 し た の は 、 こ れ ら の 曲 面 の 相 互 関 係 を 、
乙 れ か ら 更 に 追求 し て み る 必要 を 感 じ た た め で あ る 。
本 稿 で は 、 先 づ テ ー マ と し て 、 錐状面 に 係 わ る “ 稜 体 ” を 設定 し 、 そ の 曲 面 体 の 系 列 か
ら “ 一稜体” を 区 分 し 、 乙 の 曲 面 体 の 基本形 と 変化形 を 導 び い て 、 更 に こ の 曲 面 系 の定 性
を 追跡す る 。 ζ れ は 、 類似性 を も っ 曲 面 と の 関 連性 を 、 改 め て 比較 し 得 る 資料 と も し た い
た め で あ る 。 （表 4 ・ 表 5 )
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曲面体の シ ス テ ム と 一稜体 NOTE I 
面 素 系 列 試 案 （表 1 ・ 表 2 )
図学 で 取扱 わ れ て い る 曲 面 は 、 表 l の 補追 欄 に み る 通 り で あ る が 、 こ れ と は 別 に 、 こ こ
で は 面 の 定性 を 、 共 通 的 な 規則性、 特徴 的 な個有性、 lと 合せ 区 分 し 、 普遍性 の あ る 面 に つ
い て 秩序 を 包括す る 呼 称 と 配列 を 、 組 む こ と を 試 み た 。
試 案 の 各 語 について
面 素 面 は 、 線 が 移動 し て つ く る 軌跡 と し 、 移動す る 線 を 母線 と い う 。 母 線 は 一定
の 秩 序 で 移動す る 。 こ の と き の 1 母線 を 画 案 と い い 、 限 り な く 接近 し て い る 面
素 を 近接面索 と い う 。 面 は 、 近接面素 の 連 な り で あ る 。
面 素 系 列 母線 は 、 そ れ ぞ れ の 移動条件 に よ っ て 異 な る 曲 面 と な る 。 各 曲 面 は 一定 の 面
素 で き ま る 。 異 な る 各 曲 面 の 関 連 を 系 統 づ け た 配列 を 面 素 系 列 と す る 。
導線 ・ 導面 母 線 が 、 移動 し て 曲 面 を つ く る と き 、 移動 を 規定す る 定線及 び定 面 を 、 そ れ
ぞ れ 導線及 び導面 と し 、 う 。 導線 tζ 、 導直線、 導 曲 線 が あ り 、 導 面 、 導錐 面 、 導
平面が あ る 。
類 面 素 の 状 態 を 示す 区 分。 1 類 は 、 母線の 直線性 ・ 曲 線性 に つ い て 、 2 類 は 、
各 曲 面 の 共 通性 に つ い て 、 3 類 は 、 各 曲 面 の特 性 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 示す 区 分 。
立 体 名 称 単 一面 素 で つ く ら れ る 曲 面立体 の 呼称。 各立体 は 、 更 に 特定 条件 の 立体 を 、
包括す る 。 （柱体 … … 円柱体 ・ 楕 円 柱体 ・ 双 曲 柱 体 ・ 放物柱体）
直線母線面 直線母線 を も っ 曲 面。 （単双曲線面 の よ う に 曲 線母線 に ま た が る 面 も あ る 。）
曲 線母線画 曲 線母線 を も っ 曲 面 。
可 展 面 近接面素 が 同 一 平面 に 含 ま れ 、 平 面 上 に ひ ろ げ ら れ る 直線母線 曲 面 。
ま幼 函 近接 面 素 が 同 一平面 に 含 ま れ な い 、 平 面 上 に ひ ろ げ ら れ な い 直線母 線 曲 面 。
導 円 面 母 線 が 、 一 定 の 軸 を 中心 に そ の 囲 り を 回 転す る 、 或 は 導 曲 線 の 円 に つ い て 移
動 し つ く る 曲 面。
導 楕 円 面 母 線が 、 一定 の 軸 を 中 心 に そ の 囲 り を 導楕円 曲 線 に つ い て 移 動 し つ く る 曲
面 。
平 行 接 線 画 直線母 線 が 、 l つ の 平面導曲線 に つ い て 、 常 に 平行 に 移動 し て つ く る 曲 面 。
母線 は 、 曲 面 に 接 す る 平面の接線で あ り 可展面で あ る 。 導曲 線 の 形 で 、 閉 曲 柱
体 、 開 曲 柱 体 と な る 。
放射接線面 直線母線が、 l つ の 点 に 集 ま り 、 l つ の 平面 導 曲線に つ い て 移動 し つ く る 曲
面 。 母線 は 、 曲 線 に 接す る 平面の接線 で 、 可 展 面 で る る1 事曲 線 の 形 で 、 閉 曲
錐 体 、 開 曲錐 体 が あ る 。
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包 絡 接線面 直線母線が 、 曲 面 に 接す る s1z面 の 接線 と な る 、 平行接線商 、 放射接 線 面 、 旋
回接線面以外 の 可 展 曲 面。
旋 回 接線面 直線母 線 が 、 旋 回 す る l つ の 空 間 導 曲 線 に 接線 と な り 、 移動 し て つ く る 曲
面。 定 平 面 上 で イ ン ボ リ ュ ー ト 曲 線 を 描 く イ ン ボ リ ュ ー ト 螺線体 が あ る 。
旋 回 面 直線母線 が 、 旋 回 す る l つ の 空間 導 曲 線 に つ い て 移動 し て つ く る 、 旋 回 接線
面 以外 の 一 般旋 回 面。 定平面 上で ア ル キ メ デ ス 渦線 を 描 く ア ル キ メ デス 螺 線画
体 が あ る 。 又 一 般！燦線面体 は 、 コ ン ボ リ ュ ー 卜 螺線面体 と い う 。
軸 射 面 直線母 線 が 、 2 つ の 平面導曲 線 に つ い て 、 l つ の 導直線 に 交 わ り 移動 し て つ
く る 劫 面 。 導 曲 線 の 、 一 方 の 側 に 交わ る も の を 一方 軸射体。 両 側 に 交 わ る も の
を 二方 軸 射体 と い う 。 （ 図 1 - 1 図 1 - 2 )
定 幅 面 直線母線が 、 平面導曲 線 に つ い て 常 に 導平面 に 平行 に 移 動 し て つ く る 劫面 。
導 曲 線 が 、 曲 面 体 の 一定 幅 を 規定。 2 つ の導 閉 曲 線 で つ く ら れ る 定 幅 二 底 体 、
（ 図 1 - 3 )  1 つ の 導 閉 曲 線 と 、 l つ の 導直線で つ く ら れ る ー 稜体 が あ る 。
提 絡 面 直線 母 線 が 、 そ れ ぞ れ の 導線 に つ い て 一定 の 位 置 、 或 は 一定 の 速 度 で 移 動 し
て つ く る 劫面 。 l つ の 導 閉 曲 線 と 、 l つ の 導直線 で つ く ら れ る こ稜体 、 （ 図 l
- 4 ） 三 種 の 双 曲 線面体が あ る 。
弧 線 面 直 線 母線 が 、 一定の 軸 の 囲 り を 回 転 し て つ く る 曲 面 の う ち 、 閉 曲 線 を 母線 に
も つ 曲 面 以 外 の 導 円 面 。 直線母線 で つ く ら れ る 単 双 曲 線 回 転体 は 、 双 曲 線母線
で 同 じ 曲 面体 が つ く ら れ る 。 こ の 曲 面 の よ う に 面 素 が 2 つ あ る も の を 2 面索 を
も っ と い う 。 双 曲 線 、 放物線 を そ れ ぞ れ母線 と す る と き 、 主軸以外 の 任意 の 軸
を 廻 る 曲 面体 も こ こ に 含 む 。 円 、 楕 円 の 閉 曲 線母線 も 、 直径以外 の 弦 を 軸 と す
る 回 転 体 は こ 〉 に 含 む 。
閉 曲 線 画 曲線母線が、 閉 曲 線 で 、 直径或 は 定 軸 を 中心 に そ の 囲 り を 回 転 し て つ く る 導
円 面。 円 が母線の 円 環 体 、 偏 環体、 情 円 が母線の 長楕球 ・ 短楕球 、 そ の 他 の 輪
環 体 が あ る 。
交 軸 面 曲 線 母 線 が 、 常 に 楕円 に つ い て 移 動 し て つ く る 楕球以外 の 導惰 円 面 、 母 曲 線
の 主 軸が 、 楠 円 の 中 心 に 交 わ る 。 楕 円 面体 ・ 楕 円 放物 面体 ・ 複双 曲 面 体 が あ
る 。
そ の 他 の 曲面体 一 定 の 秩序 が定 め 難 い 曲面体、 或 は ま だ 、 明 ら か に さ れ て い な い 曲 面 体
を』； 乙 の項 l乙 含 む 。
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図 1 - 3 図 1 - 4 ・ 1 図 1 - 4 ・ 2
二 稜 体





平行で あ り 、 かっ
底平面 Aaa’A’に
対 し て 直立 し て い る
母線 ab及 ひ’a’b’は平
行面上 に あ る 。
各母線を 延長すれ ば 、 A R t乙平行
に 更に B R 、 C R の各円 曲線が得
ら れ る 。
図 1 - 4 . 1 
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図 1 - 3
曲面体の シ ス テ ム と ー稜体 NOTE I 
稜 体
既 に 触れ た よ う に 、 ー稜体 は 、 － つ の視点か ら 操作 し 設定 し た 曲 面 体 で あ る 。 こ の 曲 面
は 、 導 平面 に 常 に 平行 を 保つ 直線母線が、 l つ の 導直線 と 、 l つ の 導 円 Iと よ り 規定 さ れ る
勘 面 で 、 直線 と 円 の 位 置 関 係 を 変 え る こ と に よ り 、 つ く ら れ る 曲 面体 は 、 変 化 の 著 し い 、
多 彩 な 曲 面 を 現わ す 。
表 5 稜 体 の 面 素 設 定
定 義
直線母線曲面の う ち 、 母線が、 互 い に 同一平函に な い平 面曲線 と 、 直 線 を 導線 と し て
移動し て 作 る 曲面。
三通 り の 条件に よ っ て、 そ れ ぞれー稜体 （ 直交） 、 及 び （非直交） 、 そ し て 二稜体 と
L 、 う 。
（従来の 図学上の分類で、 こ れ ら を すべ て 錐状面 と 呼ん で い る も の が あ る 。 ）
直線母線蜘 ｜ 導線及 び導面 ｜ 母 線 の 移 動 条 件 徴
a . 平面曲線 a 、 b の導線に従い、 かっ a 導線lζ 直 交 し － 導 曲線が規定す る
な が ら 、 c の 定平面 に 常 に 平行に 移動す 等幅性 を も っ 。
b . 直 線 る 。
・ 導直線が対称軸 と
な る 特 定 形が あ
一 稜 体 る 。
c . 定 平 面 a 、 b の導線に 従いかっ直交 を し な い で、 － 投影面切断 面lと ア
ス テ ロ イ ド 、 コ ン
（共に 同一平面） c の定平函に は 常に 平行に 移動す る 。 コ イ ド が現わ れ るlζ含 ま れ な い 特定曲面が あ る 。
a . 平面閉曲線 a の導曲線上 を 同角速度で ま わ り な が ら 母 ・ 導曲線が対称面 と
b . 直 線 な る 特 定 形が あ二 稜 体 線の両端が そ れ ぞれ b 、 c の導直線に 交c . 直 線 る 。（共同一平函）
に 含 ま れ な い わ り 移動す る 。
変 化 の 秩序 づ け
母 直線 と 、 導円 の 位 置 関 係 を 、 ニ系統 に 区 分 し 、 直交 と 非直交 （斜交45° ） を 設定 し た 。
又れ た ぞ れ を 、 基本 と 変化 の 系 列 に 組 λ だ。 （ 図 2 - 1 図 2 - 2 )
特 定 形 の 分 析
変 化 の 多 い 形体 の う ち 、 基本 的 な 特定条件 の 形体 を 抽 出 し 、 そ の 曲 面 の 特 性 を 、 水 平切
断 面 に 求 め 、 そ れ ぞ れ を 曲 線群 で 追跡 し た 。 （ 図 3 - 1 ～ 図 3 - 7 図 4 - I )  
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図 3 - 1 ・ 1
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x2 +y2 =a2 
（あ）
2
x2 +y2 =a2 
{ a (1二H
＋長＝1
（ 楕 円 ）





ρ ＝ 2c 
__£_+...J:'.乙＝1
(2a) 2 a2 
曲面体の シ ス テ ム と ー稜体 NOTE I 
x
· 
図 3 - 1 ・ 2
図 3 - 1 ・ 3
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図 3 - 2 ・ 1
一 稜体 （ 直交型） 2 A 
P • 2 c  Y. ( Y I  
, .  X I 翼 v，ーー
Y ( Y I  
’ • － 2 c  
-• - 2 a 
図 3 - 2 ・ 1
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曲 面体の シ ス テ ム と ー稜体 NOTE I 
図 3 - 2 ・ 2 3 - 2 ・ 3
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図 3 - 3 ・ 1
一稜体 （直交型） 3 A 
p : 4c Y (  Y'J 
X I x · J 
Y ( Y I 
R 
図 3 - 3 ・ 1
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図 3 - 3 ・ 2 図 3 3 ・ 3
（ ρ 持2c)
（三_ x ←i- Y 2c 2cーρx2 +y2二a2
4c2x2 十 （4c2 4cρ -I 2ρ2 )y2 +4cρxy 
=a2 (2cーρ） 2
( 0 を 中心 と し て 回転し た精円）
ρ＝c 
4x2 十4xy-/-2y2 ニτa2
p=:: - 2c 
x2 -2xy-/- 5y2 =4a2 
ρ＝4c 
x2 十4xy-/- 5y2 =a2
曲面体の シ ス テ ム と 一援体 NOTE I 
l � ' 
図 3 -- 3 ・ 2
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図 3 - 4 ・ 1
一 稜体 （直交型） 4 A 
P= 2 c  P =  c 1 n  P＝ 『2 c
Y I V  I 
z 
図 3 4 ・ 1
qL 00 
曲面体の シ ス テ ム と 一稜体 NOTE I 
図 3 4 ・ 2 3 - 4 ・ 3
（ρキ2c)
4c2x2 + (4c2 4cρ＋2ρ2)y2 十4cρ，xy-6acρx
W円2(2cーρ） 2 一千州 ① 
( 0 を 中心 と し て 回 転、 z軸 l こ 平行移動 し た 楕 円 ） ' 均一k十
y==y z" 
図 3 - 4 ・ 2
①式 は
4c2x2 十 （4c2- 4cρ＋2ρ2) y2 +4cpxy=a2 (2c－ρ） 2 
. J 3  A J と 同形 と な る 。
P=c 
4 (x +a) 2 十4(x +a)y+2y2 =a2 
= - 2c 
(x＋プ子a2 2 （叶＋a)y+5y2 =4a2
ρ二ご4c
(x 3a) 2 +4(x 3a)y-I 5y2 =a2 
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図 3 5 ・ 1
一稜体 （直交型） 1 B 
X I  x I 
y ( y' J 
y I y I 
z 
z 
』2 a x·1 x· 1 
切断曲線は Y 車iU I乙対称な
図形 と な る が片側 を 省略。
図 3 5 ・ 1
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x a 
図 3 - 5 ・ 2
（
日
2c- Y _ ! X I  
2c- Y －ρ z 
x2 + y2 =a2 
x＝ 土 （1 ---d=--y) J"fi2=Y2 
曲面体の シ ス テ ム と ー稜体 NOTE I 
z ·  
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図 3 - 6 ・ 1
一 稜体 （直交型） 1 c 
Yi y ") 
X I  x l 
Y i y ) 
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図 3 6 ・ 2 3 - 6 ・ 3
r�， a Y ! X I  
a Y ρ z 
x2 十y2 =a2
広 （a y） ＝ 土 （a -y ρ） �函士子
曲面体の ン ス テ ム と 一稜体 NOTE I 
図 3 - 6 ・ 2
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図 3 - 7 ・ 1
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図 4 - 1 ・ 1
一 稜体 （斜交45°型） a 1 
X ( x ) 
寸守
y ·( y ') 
X (  x·I 
z 
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曲面体の シ ス テ ム と ー稜体 NOTE I 
図 4 - 1 ・ 2 4 - 1 ・ 3
（ρ＂＂＇2c) i；三九2c 2cーρ
x2 十y2 三a2
（日） 2 ＋ （三五y門2
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p=c 
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結 び
試行模索 な ど と い う
言葉 を 作 っ て よ い も の
か ど う か 、 と も か く も
一 つ の 観 点 か ら ル ー ル
を 与 え て 、 抽象 的 に 設
定 し た 形体 を 創 り 、 図
の 上 で 追跡操作 を し た
の で あ る が 、 簡 単 な ル
ー ル に も か h わ ら ず 、
極 め て 多 彩 な 曲 線 群 を
現 わ し た 。 こ の 曲 面 系
に潜在す る 規則 性 を 確
か め 、 探 る こ と は 、 又
大変面 白 く 魅力 あ る も
の に 思 え る 。 逐次細 部
の 不備 を 補 い 、 必 要 な
手続 き を 加 え な が ら 明
ら か な も の に し て い き
Tこ L 、 。
曲 線 群 の 解析 、 吟 味
に あ た っ て は 、 数学界
の 知 友 、 阪 口 貢氏 を わ
ず ら わ せ 、 又 同 じ く 、
福 田 義 男 氏 の協力 を 得
て 、 整 っ た も の で あ
る 。
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